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地域とのコミュニケーションと安全管理

発注者 新庄河川事務所

  施工者  神室工業株式会社  

工事名 最上川水系鮭川流域ミサガ沢砂防堰堤ほか工事 

発表者 現場代理人 中嶋 祐一

  監理技術者  中嶋 祐一

1. はじめに

 本工事は、最上川水系鮭川流域の直轄砂防事業の一環として、ミサガ沢からの土石流を抑止する

ことを目的とする砂防堰堤を施工する工事です。

今回の工事の特徴として、

１）、昭和 50 年 8 月 6 日の真室川大災害に大きな爪痕をのこした大滝地区において、砂防工事の初年

度ということで本工事に大変関心をもっています。

２）、施工場所が、主要地方道真室川鮭川線より直線で１００m、近隣民家より 50ｍと通常の砂防ダ

ム工事とは違った環境下にあります。

以上のことから、地域住民とのコミュニケーションと現場独自の安全管理について紹介するもの

です。

1-1 工事概要

 工 事 名 最上川水系鮭川流域ミサガ沢砂防堰堤ほか工事

 工 事 場 所 山形県最上郡真室川町大字大滝地内

 工    期 平成 27 年 6 月 18 日～平成 28 年 1 月 29 日 

 工 事 内 容   コンクリート堰堤工 1 式  工事用道路工 1 式 

（着工前） （12 月 1 日撮影） 
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2、地域での活動について 

 

2-1 工事内容の周知徹底 

 

本工事場所は、真室川町大滝地区の中心部に位置し、すぐ近くに民家がある事から、工事着手前に、

『お知らせ』により、工事内容及び安全対策について、小学校はもちろん、大滝地区全世帯に配布し

周知しました。 

又、地区住民とのコミュニケーションを図るべく広報誌を発刊する事とし、広報誌の題名は「砂防

通信 ミサガ沢」と命名、記載内容としては、工事の進捗状況や予定を主体に現場の話題などで、大

滝地区の全世帯に届くようにし、工事看板内の掲示板や村役場・公民館・小学校などの公共施設にも

掲示していただき、近隣地区にも回覧することにしました。 

作成の意図としては、工事用車両が近隣地区を含め集落を通行することから大滝地区以外の方にも

工事に関して知ってもらうためです。 

当初は現場見学会の開催も考えましたが、工期的に日程の調整が合わないことから現場を見学して

いただくのは困難であるため、写真を多く掲載し子供から高齢者まで解りやすく見てもらうことを心

がけ、見やすい紙面の発行を考え、第 7 号の発行をもって終えたところです。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

又、大滝地区民に対しては、工事の着工前に現場の細部的な説明会を実施し、地区民の要望・意見

等を取り入れながら、工事への理解と協力をお願いし、施工中は区長さんとこまめに連絡を取りなが

ら、施工を行いました。 

                （大滝地区現場説明会） 

 

 

 

 

 

 

真室川町役場 

1 階町民ホールに展示 
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2-2 意見箱の設置とＡＥＤの設置 

当現場の現場事務所の設置場所が、大滝地区の中心部で公民館のすぐ前ということで、地区民が頻

繁に通行する事から、すこしでも地区民の声を受け入れるために、意見箱の設置をしました。また、

万が一に備えＡＥＤを現場事務所に備え付け、掲示板にも明示して周囲にも解るようにしました。

（意見箱の設置）  （ＡＥＤの設置）

3、 当現場独自の安全管理について 

3-1 社内安全パトロールの工夫 

通常の社内安全パトロールは、社内安全衛生委員会により実施されているわけですが、どうしても

社内的人員によるパトロールのため、馴れ合いが生じ緊張感にかける事があります。

当現場の、社内安全パトロールについては、独自の工夫として労働安全コンサルタントの資格を有

する外部の人材を加えたパトロールにすることにより、より専門的な指摘と現場内にも緊張感が感じ

られ、作業員の安全意識の向上に役立ちました。

（社内安全パトロール実施状況） 
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3-2 安全訓練の工夫 

 

 安全訓練は工事期間中を通して、月当り 4 時間以上労働災害を防止する目的で実施しているわけで

すが、1 回 4 時間の安全訓練は、現場で常に体を使い作業している作業員にとって、非常に長い時間

となり、訓練内容に苦労してきました。今までの実施状況を踏まえ、当現場の独自の安全訓練の工夫

として、月に 2 回（1 回 2 時間）する事により、1 回の時間が短いので訓練内容に集中でき、回数が

多くなることで、安全対する意識の向上に効果がありました。 

                  （安全訓練実施状況） 

 

 

 

 

 

 

 

 

3-3 安全衛生管理に対する意識の向上の工夫 

 

 朝の朝礼時に全作業員において、アルコールテスターにて前日のアルコール濃度チェックをする事

により、交通法令規則の遵守及び通勤災害時や体調管理対策を目的とし、各自が自覚し飲酒する事を

目的とし、実施しています。 

               （アルコール濃度チェック） 

 

 

 

 

 

 

 

4.おわりに 

本工事において、工事に携わる労働者及び地区民の安全を第一に考え、様々な観点から「どういっ

た対策が適しているか」を十分検討しながら施工を進めてきました。 

又、今まで自分の経験を生かしながら、工事に対する最善の策を竣工するまで努力していくこと、

またその姿勢の大切さを実感しているところです。 

今回の工事は、工期まで余裕のない時間を要する工事であることから無事に終わりを迎えることを

切に願い、工事関係者の方々のご指導、ご援助をいただきながら職務を担当していきたいと思います。 

4



蔵岡地区仮締切設置工事の安全対策について 

 

 

  発注者 新庄河川事務所 

  施工者 株式会社 柿﨑工務所 

  工事名 最上川中流蔵岡地区仮締切設置工事 

  発表者 ○ 現場代理人 藤原 泰典  

        監理技術者 藤原 泰典  

 

１． はじめに 

 本工事は、最上川中流蔵岡地区において、樋門改修等の為の仮締切(迂回路)を設置する工事で

す。この蔵岡地区は、最上川と支川鮭川合流点付近の堤防と山間部に囲まれた低平地に位置して

おり、地区内を流下する角間沢川の内水被害を度々受けてきた地域であり、当社でも内水災害時

に戸沢村からの要請で、度々排水作業の応援を行っている思い入れのある地域です。工事着手前

に地区へのあいさつ回りをした際には、住民の方々の今回の事業に対する思いが伝わってきて、

なんとしても、期間内に、スムーズに、そして安全に、現場を進めなくてはならないなという気

持ちになりました。今回は、これまでに行ってきた現場での安全対策について紹介します。 

 

 

 

                  蔵岡地区内水被害の状況 

 

２． 工事概要 

・ 工事名   最上川中流蔵岡地区仮締切設置工事 

・ 工事場所  山形県最上郡戸沢村蔵岡地内 

・ 工期    平成 27 年 8 月 28 日～平成 28 年 3 月 25 日 

・ 工事内容  鋼矢板二重締切工 一式 盛土締切工 一式 仮設樋門工 一式 

 法覆護岸工 一式 アスファルト舗装工 一式 
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着手前(起点側からの空撮) 

 

３． 仮設樋門工施工時の安全対策について 

 今回の仮設樋門工の構造が、二重締切で打ち込んだ鋼矢板の一部を切断し施工をしなければな

らないため、上部に残された矢板(L=6.8m)の転倒防止と、落下防止対策が必要となりました。 
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① 転倒防止対策について 

当初計画時は、仮設樋門で打ち込んだ鋼矢板の一部の区間が掘り下げられるため根入不足にな

るが、前後に打ち込まれている矢板で抑えられるので問題ないだろうと思いました。しかし、実

際に鋼矢板の打ち込みが開始され、現場での位置や高さを目視してみると、規模の大きさから、

本当に大丈夫なのかと不安になりました。もし作業中に地震や想定外の突風が発生したら・・・、

そう考えると、たとえ前後が地中に埋設され固定されていても絶対大丈夫という確証がもてなく

なりました。今回のようなケースは初めての経験でもあったため、社内で検討を重ねた結果、矢

板を上部で門形に固定する案を採用することにしました。矢板を上部で門形に固定することで、

仮締切(迂回路)
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両側の矢板が一体化され、安心して作業を進めることができました。 

 
アングル固定状況 

 

 
     アングル固定完了 

 

       門形固定状況 

 

 

       門形固定完了 

 

② 落下防止対策について 

仮設樋門工床掘り完了後、仮設樋門の施工位置にあわせ鋼矢板を高さ 3.0ｍ・幅 3.6ｍの断面で

切断しなければなりません。下部の鋼矢板は地中に埋まっていて安心ですが、上部の鋼矢板

(L=6.8m・N=9 枚)は中吊り状態となり非常に不安定で落下の可能性がありました。当初は切断前

に矢板同士を溶接して固定しようと考えましたが、上部の矢板の転倒防止対策と同様に、切断し

ない鋼矢板と切断する鋼矢板をアングルにて両側から挟み込みボルトで固定し一体化させました。

実際に鋼矢板を切断してみると、切断直後に 5mm 程度の下がりは確認されましたが、仮設樋門

の施工中の変動もなく、安全に仮設樋門を完了することができました。 

 
      鋼矢板切断状況 

 

 
      鋼矢板切断完了 

7



４． 中詰め盛土時の安全管理について 

 鋼矢板二重締切工の中詰め盛土は、上部にタイロッドが＠2.4m 間隔で設置されており、大型の

運搬車両及び重機での盛土作業の施工が困難な条件でした。そのため今回は、二重締切の外側か

ら盛土材を投入し、内側で小型のバックホウ及び転圧機械による盛土の施工を行いました。外側

からの土材料の投入は内側の状況が目視でまったく確認できません。当初は車載型のカメラの映

像と無線等を利用した作業を検討しましたが、死角が多すぎることと、内側の盛土を左右均等に

行わなければならないなどの条件から、高所作業車を利用した合図者の指示による施工を実施し

ました。合図者と内外側のオペレーターとが同時通話できる無線を使用したことにより、声と動

作の二重の合図で安全を確保したため、スムーズに作業を進めることができました。 

 また、盛土中の鋼矢板の傾き等の確認にはデジタル水平器を活用し行いました。デジタル水平

器を使用したことにより傾きを数字で確認しながら施工する事ができ、盛土中の矢板の傾きの測

定に役立ちました。 

 
      中詰め盛土状況 

 

 
      中詰め盛土状況 

 
      中詰め盛土状況 

 

 
      矢板の傾き確認状況 

 

５． おわりに 

現場での安全管理及び事故防止対策は、スムーズな現場進捗に不可欠なものです。現在も

冬季の厳しい施工条件の中、工事は進行中ですが、今後も安全を第一に考え、無事故で工事

を完成できるよう、現場従事者と一丸となり頑張って行きたいと思います。 
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砂防施設等状況把握における伐採作業の安全対策について 

 

発注者  新庄河川事務所 立谷沢川砂防出張所 

施工者  株式会社 庄内測量設計舎 

業務名  立谷沢川流域砂防施設等状況把握業務 

発表者  主任技術者  飯塚 誠 

  

1. はじめに 

本業務は、最上川水系立谷沢川流域における砂防施設等の状況把握を行い、現地状況の把握結果を

報告するものである。状況把握対象施設は、立谷沢川流域の砂防施設 47 施設である。状況把握箇所は、

砂防堰堤では主堰堤、副堰堤、水叩、側壁、法面、周辺地山等で、その他主要工作物（流路工、工事

用道路及び橋梁）についても状況把握を行っている。状況把握は、定期と臨時に区分される。定期は、

毎年 1 回以上、全施設について実施するものである。臨時は、施設の異常時又は基準の降雨量及び地

震震度階を超えた場合に行うものであり、47 施設のうち主要施設 15 施設を対象としている。工期は、

平成27年 4月 28日～平成28年 3月 25日までの約11ヶ月間である。今年度の砂防施設等状況把握は、

12 月末時点で定期点検を 1 回（45 施設実施、2 施設中止）、臨時点検を 1 回実施している。 

砂防施設は、立谷沢川本川だけでなく、本川に流入する支川も含め、立谷沢川流域に広く分布する。

近年、工事用道路の路肩崩落や斜面崩壊、河川による浸食で道路が荒れてきて、草木が生い茂ってい

る箇所も多く、徒歩で伐採しながら移動する工程が多くなっている。当業務の流路工の状況把握時に

手の甲に鉈による切傷を負ったことで、伐採作業の安全対策を見直してこれからの業務に活かしてい

く必要に迫られた。本稿では伐採作業の安全対策について紹介する。 

 

2. 伐採作業における安全対策 

砂防施設等状況把握での現地作業では、主に目視による確

認を行うが、対象物に近づけない場合は望遠鏡を使用して確

認する。そして対象物を記録するものとしてカメラでの写真

撮影を行う。 

しかし、対象物が近くても遠くても草木が生い茂り、見え

なくて状況把握できない場合が多々ある。このような状況で

対象物を確認し写真撮影を行っても、良い結果は得られない。

このため、鎌、鉈、鋸及び刈払機を使用して伐採してから施

設の状況把握を行い、写真撮影を行っている。 

伐採作業は特に危険を伴うため、前述の伐採道具の特徴と使用方法を良く理解する必要がある。こ

のため、森林組合から伐採に詳しい外部講師を招聘し、当業務に携わる者だけでなく弊社全体を対象

に実技講習会を開催した。講師から弊社においで頂き、講習会は弊社駐車場で行い、準備して頂いた

テキストに添って説明と実演をして頂いた。その中で安全作業上の主な注意事項を次に記載する。 

 

「伐採作業実技講習会」Ｈ27.8.3 
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（1）服装と保護具 

①安全の第一歩は服装で、作業着は袖じまりの良い長

袖の上衣、裾じまりの良い長ズボンを着用すること。 

②履物は作業に適した丈夫で、滑らないものを着用す

ること。 

③合図に必要な呼子を携帯すること。 

④保護帽は規格に合ったものを選び、あごひもをしっ

かり締めるなど正しく着用すること。 

⑤作業を行うときは、滑り止めの付いた手袋を着用す

ること。 

⑥必要に応じ、防塵めがね、防蜂網を使用すること。 

（2）悪天候時の作業の中止 

①強風、大雨、大雪等の悪天候のため、危険が予想さ

れるときは作業を中止すること。 

②台風や大雨などの後は、作業地を見回るなどして危

険がないことを確かめてから作業を開始すること。 

③雷の発生又は雷雲が近づき危険が予想されるときは、

作業を中止し、工具、器具等を身体から離し、速や

かに安全な場所へ避難すること。 

（3）作業中の歩行 

①作業中の歩行における鎌、鉈等の手工具の携行は、柄を水平に、刈刃を前に保持し、急傾斜地や

滑りやすい箇所では、工具、器具は谷側に持ち、山側の手はできるだけあけておく。 

②鎌などの手工具は、杖がわりに使用しないこと。 

③足元に十分注意し、組作業を行うときは他の作業者の位置を確かめ、鎌、刈払機の使用中の人の

周囲では、届く距離の 2 倍の範囲内には立ち入らないこと。 

 

3. おわりに 

伐採作業は当業務に限らず、多くの業務で行われる。今回の専門家による実技講習会で学んだこと

を、ひとり一人が安全意識を持ってこれからの業務に活かしていくことが大切である。弊社では定期

的に労働安全衛生委員会を開催し、労働災害を防止するための話し合いが行われ、安全についての理

解を深めている。更に今年度は、日本赤十字社から講師を招いて 2 回、「傷の手当、搬送」「骨折の手

当、搬送法」を三角巾、担架等を用いて社内研修会を開催した。事故を起こさないことが第 1 である

が、怪我をした場合の応急手当もできるように日頃から訓練することも重要である。この両面から安

全教育と安全の意義の理解を根気良く繰り返し行って、自分の身に着けることが大切である。 

ご指導いただいた発注者、砂防出張所の監督職員の皆様をはじめ関係諸氏に対し深く感謝申し上げ

ます。                                        以上 

「鎌の研ぎ方」 

 

「刈払機の実演」 
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肘折地区法面対策工事の安全管理における工夫ついて 

 

  発注者   東北地方整備局 新庄河川事務所 

  施工者   沼田建設株式会社 

  工事名   最上川水系銅山川流域肘折地区法面対策工事 

  発表者  ○現場代理人 山崎 佳祐 

        監理技術者 梁田 康延  

 

 

1. はじめに 

本工事は、銅山川流域肘折地区において、平成２４年４月から５月にかけて発生した２回の大規模

地すべり性崩落による斜面の、さらなる崩壊防止及び安定化を目的とした対策工事を行うもので、風

化した岩盤がブロック状に崩落する恐れのある法面上部に対して、吹付法枠工(F300 A=2,429m2)及び

鉄筋挿入工(D19 L=4,000 N=716 本)を、堆積した崩壊土砂が再移動する恐れのある法面下部には、吹

付法枠工(F500 A=1,066m2)及びグラウンドアンカー工(L=10ｍ、L=9ｍ、L=8ｍ N=各 15 本)を施工しま

した。また、鉄筋挿入工、アンカー工を施工する為の単管足場(V＝4140 空ｍ3)を併せて施工した工事

で、いずれも急峻な長大法面での作業となる事から、法面、足場上からの転落・墜落災害と、足場の

倒壊災害の発生が懸念され、安全管理の重点項目として、当現場で実施した工夫について紹介します。 

 

 

2．現場での安全管理における工夫 

 

1) 転落・墜落災害の防止について 

①ライフラインの使用 

施工箇所は写真の通り、 断崖絶壁の崩落箇所での 

法面作業であることから、作業員の転落・墜落災害

の防止を最優先課題と考えました。 

  通常の法面作業は、作業員は１人１本の親綱(メイ

ンロープ)にロリップを取り付けて、法面にぶらさが

った状態で作業しますが、当現場では、万が一メイ

ンロープが切断したとしても大丈夫なように、親綱

２本の使用を義務付け、常に「メインロープ」と「ラ

イフライン」にロリップを取り付けて作業に当たる

ようにしました。メインロープに使用するロリップ

は、通常の支持ロープ２本タイプとし、ライフライ

「着工前の現場法面」 
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ン用には１本吊り専用のロリップを現場で新たに購入して作業員各自に配りました。 

  「親綱２本の使用」の安全性を理解してもらう為、導入時及び新規入場者教育の際にその必要性に

ついて説明を行い、さらに使用方法について現場での安全教育訓練を行いました。また、毎朝のＫＹ

や現場でも常に繰り返し指導を行い、「付けないと作業できない」という現場の雰囲気を作り、作業員

の意識改革を図りました。 

  平成２７年８月５日に新設・交付された「ロープ高所作業についての規定」に先駆けて、本現場で

実施できたことは、非常に意義のあることだと思います。作業員も、最初はロープが２本になったこ

とで、作業性の悪さだけを口にする事が多かったようですが、次第に慣れてくると、作業に対する安

心感も増し、作業効率も徐々に１本使用時と変わらないくらいの向上が見られました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

②親綱の擦り切れ防止対策 

法面作業時の体を支える親綱は、まさに命綱といえます。親綱は地山との接触はもとより、擦れ防

止の為に設置する単管柵や、その組立部材であるパイプジョイント、クランプとの擦れによっても擦

り切れは発生します。当現場では、これらの親綱が接する箇所にカバーを設置し、擦り切れを防止し

ました。また親綱関連の日々の点検は、使用する作業員が各々点検表に基づき実施したほか、毎月１

度、予備である未使用のロープも点検し、確認済みのテープを貼る等、私達職員も常に気を配り、親

綱の更新、廃棄処分を行った事で擦り切れによる転落・墜落災害を防止しました。 

 

「親綱２本の使用」

「安全教育実施状況」

１本 

２本 

１本吊り専用ランヤード

支持ロープ ２本

12



 

 

 

 

 

 

 

 

③足場昇降時のセーフティブロック使用について 

  足場の組み立て時及び鉄筋挿入工の作業時には、階段状に組み立てられた単管足場を必ず昇降する

ことになります。足場は、鉄筋挿入工の進捗に合わせて、日々盛替えられていくため、今日は有った

足場が明日には無くなっている、という状態であることから、固定式の昇降設備を設けておくことが

難しく、梯子を足場に固定して昇降設備としました。そのままだと、背面への転落の可能性が高いこ

とから、転落防止対策として「セーフティブロック」を梯子１ヶ所につき１個設置し、昇降の際は必

ずセーフティブロックを自分の安全帯に取り付けてから、昇り降りするよう義務付けしました。ロリ

ップと同じように、朝のＫＹや現場での指導を繰り返すことで、「取り付けてから昇降」という意識付

けをし、転落災害を未然に防ぎました。 

 

 

④斜面の動態観測 

斜面に地山点検用のプリズムシートを設置し、ノ

ンプリズムのトータルステーションを用いて、毎日

地山の定点観測を行い、再崩落の危険がないか目視

点検と併せてチェックし、安全確保に努めました。 

 

 

2)足場の倒壊防止対策について 

アンカー工、鉄筋挿入工の作業を行う為の足場の組み立てが必要でした。前述の通り、急峻な長大

「擦り切れ防止対策」

「足場からの転落防止」

「地山の定点観測」
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斜面での足場設置であり、最大で４５ｍ近い単管足場を組み上げることになります。そのため、入念

な倒壊防止対策を行う必要がありました。 

対策として、枠内モルタル吹付面下部の岩盤までグリップアンカーを打ち込み、それに「壁つなぎ」

をねじ込んで取り付け、その壁つなぎに単管足場の建地または根がらみを固定する方法で足場組立を

行いました。 

強固な足場の条件として、足元がしっかりしている事があげられますが、グリップアンカーの抜け

出しは、足場全体に影響を及ぼします。そこで、アンカー強度計算書を基に、打ち込み後に引張試験

を行って必要荷重を確認し、鉄筋挿入時の反力や足場に影響する風力等の計算から当現場なりの基準

を定め、吹付面に配置することで、より強度の高い足場の構築に努めました。その結果、３ヶ月に渡

る毎日の足場の組み立て・盛替え作業や、鉄筋挿入工等の作業において、倒壊事故を防止することが

出来ました。 

 

 

 

 

 

 

3.終わりに 

  「ロリップ２丁掛けなんて邪魔だ、めんどくせ

ー」という作業員の意識改革を出来たことが、無

事故・無災害での工事完成に辿り着いた要因では

ないかと思います。何度も何度も注意し、「耳にタ

コが出来る」と言われ、時にはぶつかり合いなが

らも、「より安全に作業ができるんだ」と言い聞か

せた結果、途中からは「親綱２本だと安心感があ

って良いな、次も使うわ、ありがとう」と言ってく

れました。この意識改革できた結果を、これから

の安全管理に活かし、更なる事故防止に臥薪嘗胆

していきたいと強く思います。 

  最後に、様々な問題に直面した際に、適切な助言及びご指導して頂きました、銅山川砂防出張所と

新庄河川事務所の皆様方に感謝し、御礼を申し上げまして終わりとさせて頂きます。 

「引張試験状況」

「足場の転倒防止」

「完成写真」(ドローンによる撮影) 

約
45
m 
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現場の安全対策について 

 

発注者 新庄河川事務所 

施工者 渋谷建設株式会社 

工事名 志津地すべり中沼沢川下流渓流保全工工事 

発表者 現場代理人 峯田 陽介 

        監理技術者 峯田 陽介 

 

 

１.はじめに                         異形コンクリートブロック積堰堤 

 当現場は西村山郡西川町志津地内の中沼沢川の渓流保全工

事として、砂防堰堤群（3 基）を構築する工事であり、平成 24

年度から開始された事業の一環であった。工事の施工にあたり

おこなった事項について以下に内容を述べていきたい。 

２-１.異形コンクリートブロック積堰堤について 

志津地区は全国でも有数の地すべり地帯となっており、軟弱

な土砂で形成されている。その中で堰堤を設けるにあたり既存

の考えで重力式コンクリート堰堤を構築してしまうと、地すべ

りや沈下等の応力に耐えられずに堰堤自体破壊されてしまい渓流の崩壊につながるおそれがあること

から、異形コンクリートブロックによって堰堤を構築する。異形ブロックを使って構築することで、地

すべりによって地形が変形し堰堤に力が加わったとしても、ブロック同士が追随して変形し、堰堤自体

の破壊を押さえることができるため、こうした地すべり地帯では非常に有効であると考えられる。また

堰堤工を施工するにあたり地山を掘削するが、当現場の土砂は高含水でかつ非常にゆるいため、少量の

雨や湧水で含水比が高くなりたちまち自立できなくなり崩壊してしまう。崩壊の様は土が溶けて流れる

ような状態で、小規模の土石流が起こったかのようであった。このような箇所での施工にあたり、ここ

でも堰堤施工に異形ブロックを使用することは有効であった。というのも、異形ブロック積堰堤工は現

場とは別のヤードでブロックを製作し、それを現場に搬入するため、現場では大型クレーンで積み上げ

るだけとなり、施工性が良くコンクリート堰堤工に比べて著しく工程を短縮することができるからであ

る。地すべりや崩壊のおそれのある脆弱な法面の下で行う作業においては、堰堤工自体の施工期間が短

いというのは安全面において大きなメリットであった。以上から、当現場のような箇所では、異形ブロ

ック積堰堤工は非常に有効な施工方法であった。 

２-２.法面対策について 

 上記でも触れているが当現場の地山(土砂)は非常にゆるく脆いため、掘削面には養生のため仮設法面

保護工としてモルタル吹付(厚さ 5 ㎝)を施した。しかし、本工事ではモルタル吹付前に幾度となく崩壊

が起きてしまった。幸いにして作業開始前に崩壊していたため、事故になることはなかったが回数で実

に 7 回の崩壊があったということはいかに脆弱な地山かということがわかる。 

 崩壊が起きた法面は、バックホウを用いて土砂を撤去して大型土嚢で対応した。しかし、じわじわと

にじむ程度の湧水にもかかわらず、その大型土嚢の上部法面が追いかけるようにして崩壊してくる。も

はやバックホウでは届かないため、ロングバックホウを投入して土砂撤去をおこなった。そして、この
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まま同じように大型土嚢を設置しても地山からの湧水を吐き出すことができずに内部の水位が上昇し、

またその上部法面が崩壊するおそれがあったため、袋詰玉石を法面に這わせ対処することとした。 

製作状況         土砂撤去状況        袋詰玉石設置状況    

 袋詰玉石は河川の洗掘防止等によく使用されるものだが、こうした災害復旧にも威力を発揮する。ま

ず、法面の水を外に出してくれること。次に施工性が良いことで、従来であればかごマットによる施工

が考えられるが施工手間がかかることと、背面の法面の整形が必要となるが、この工法であれば事前に

袋詰玉石を製作すれば（製作も型枠に袋をひっかけてバックホウで割栗石を投入するだけ）、クレーン

で法面に這わせていくだけである。袋詰玉石は法面に追随して設置できるため、背面の整形もさほど必

要ない。復旧作業時は、その際もいつ法面が崩壊するかわからない状況で施工しなければならないため、

容易に施工ができて、工期もかからないというのは頼もしい工法であると思えた。 

 しかしながら、当現場は崩れた。3 号床固部ではモルタル吹付後も、お盆から長らく続いた雨により

モルタル吹付した面自体が剥がれ落ちてきた。異形ブロック積施工途中での出来事であったため、作業

を中止するよりもブロックを積んで法面を押えることが最良の手段として、法面を監視しながら施工を

行った。モルタル吹付を行っていたからこそ災害とならずに対応できた。1 号堰堤部においては台風の

影響でモルタル吹付ごと崩壊し完全に作業できなくなった。前もって作業員の立入は禁止としていたた

め人身災害とはならなかったが、その後法面対策を協議し、ロックボルト併用法枠工により法面内部の

水位上昇を押えながら法面保護をすることとしたが、標高 660m の豪雪地帯であることから工程的に本

年の堰堤施工は断念せざるを得なくなり、押え盛土で対応することとなった。さらに困難は続き、1 号

床固部では掘削完了後の法面にクラックが生じ始め、地すべりが発生した。大型土嚢により押えていた

が、天端に生じたクラックが 10 ㎜/h 以上の動きを見せ始めたため作業中止とした。その後の協議で押

え盛土により対応しながら、工期を考慮して最低限のブロック積をして施工を終了することとなった。 

3 号床固部 ﾓﾙﾀﾙのはがれ    1 号堰堤部 法面崩壊     1 号床固部 地すべり状況 

２-３.安全訓練について 

 本工事では毎月の安全訓練時に現場で実際にいろいろなことを行った。というのも、現場に備えたも

のについて、私自身はわかっているのだが作業員は使い方や、備えた場所などを完全に把握していない

ケースが多々あるからだ。これでは緊急時に対処できなくなってしまうので、作業員と一緒に取扱い方

法などを訓練することとした。 

滑り層 
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 まず現場休憩小屋前に設置した、担架付ベンチについて行った。通常は休憩用のベンチとして使用し、

緊急時には担架として使用できるものである。これを実際行うと、担架と脚部の取り外し方や、けが人

を固定するベルトの付け方などやり方がわからないことがあり、だいぶ時間がかかってしまった。また

これでケガ人を運ぶにあたり 2 人で運ぶには体力が必要であり、予備の人員も必要であることが分かっ

た。さらに現場は山間部で急勾配であり、実際に担架を持ちながら運んでみると前方や足元の視界が悪

く、つまづきによる二次災害の恐れもあることから、誘導員も必要となることが分かった。 

   休憩小屋前に設置したﾍﾞﾝﾁ       担架取外し状況         けが人運搬訓練状況 

次に消火器の訓練を行った。初めに消火器の消費期限 （製造日から 10 年）の確認を行った。パトロ

ールに行くと、よく消費期限を過ぎたものが置いてあるが、これには 10 年も過ぎているのにまだ使う

のかという思いと、それはつまり消火器を使わずに済んでいるという安全管理のなせる業でることにも

きづかされる。そして実際使用してみると、放射時間は約 15 秒程度で体感的には短く感じてしまう。

また、放射距離は 3m 程度であった。もし建設機械から火事が起きてしまった時にそこまで近づけるの

か、15 秒程度で鎮火できるのか等を議論した。その結果、消火器の備蓄を増設（2 基から 4 基に増）し、

消火器の能力を上げて（粉末量 3.0 ㎏から 3.5 ㎏に増）を使用するという対応をすることにした。 

    消火器の基礎知識教育        消費期限の確認            消火訓練状況 

最後に地すべり対策及び土石流対策として、避難訓練を実施した。まず現場には事前に下記の対策を

行った。現場は地すべり箇所であったため、伸縮計を設置し現場を監視した。伸縮計には基準の動きに

達したら警報が鳴るようにスピーカーを取付けた。また急峻な河川で土石流のおそれもあることから、

上流部にインターネットを利用してリアルタイムで現場を監視したり雨量計測したりできるシステム

「ミルモット」（新技術）を設置して緊急時に備えた。 

   ﾐﾙﾓｯﾄによる監視状況      ｽﾏｰﾄﾌｫﾝでﾘｱﾙﾀｲﾑ監視       伸縮計の設置 
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そして実際に避難訓練をしてみると、以前から避難経路の説明や明示をしていたのにもかかわらず、

やはり実際行うと理解してなく、どこに避難したらいいのかわからない状態となった。これが本番だっ

たら…、と思ってしまう。再度現場で説明を行い、教育を実施した。今回は隣接工事の別業者とも合同

で避難訓練を行い、互いに協力し合うことによりさらに意識を高めることができたと思う。幸い今回は

避難をしなければならないほどの事象は起こらなかったが、一人の犠牲者も出ないようにするためには

訓練が重要であると痛感した。 

  地すべり伸縮計の説明      隣接工事との合同避難訓練       避難経路の確認 

３.最後に 

 今回の現場では、残念ながら当初設計の堰堤を 3 基の内 1 基半しか施工することができず大変不本意

な想いであるが、これだけの地山崩壊がありながらも発注担当者と協議しながら無事故で終えられたこ

とがなによりも良かったと思う。また、この軟弱な土質や地すべりを経験し対応したことを糧に、今後

の仕事につなげていきたい。そして安全訓練をしてみると、ただ緊急資材等は備えればいいのではなく、

実際やってみることで様々な事前の準備が必要であることが分かった。訓練は緊急時の想定外を減らす

ことができるので、今後の現場でも増やしていきたいと思う。 
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爆薬装填システムとトンネル機械コンパクト化 

発注者 新庄河川事務所 

施工者 岩田地崎建設株式会社 東北支店 

工事名 赤川流域笹根トンネル工事 

発表者 ○現場代理人 小林等 

 

１．はじめに 

昨今のトンネル工事では労働災害が重大災害に繋がりやすく、また頻繁に発生していることから、工

事開始にあたって作業所長方針として「切羽崩落災害の撲滅・環境配慮と第 3 者災害の防止・地元に密

接したモノづくりの徹底」、工事安全衛生目標として「車輌系建設機械・クレーン作業による災害の防

止、切羽作業時における肌落ち・崩落による災害の防止」を挙げて災害防止を図り工事を行った。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

写真-1 「安全掲示板」に作業所長方針を明記し、作業従事者全員に周知 

 

２．工事概要 

施工場所 鶴岡市荒沢地内（山形県道 349 号鶴岡村上線） 

工  期 平成 26 年 4 月 1 日～平成 28 年 3 月 31 日 

設計条件 道路規格第 3 種第４級、設計速度 40km/h 

 地形地質 新生代新第三紀中新世の安山岩 

 工事内容 トンネル延長 665m、道路幅員 7.0m、完成 2 車線の新設道路トンネル工事 

 掘削方式 発破工法 

 

３．切羽崩落災害の撲滅に爆薬装填システムを採用 

 トンネル工事の労働災害では、切羽付近で最も発生頻度が高く、また重大な災害を引き起こす可能性

が高い。切羽付近で最も多い災害である肌落ちや崩落による災害を防止するためには、切羽付近に近づ

くことなく作業する工夫や、切羽付近に近づく場合でも人力作業の時間短縮することが必須である。 
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切羽付近での人力作業は、主に爆薬の装填や結線、鋼製支保工建て込み、溶接金網設置等があり、当ト

ンネル工事では、危険リスクの最も高い爆薬の装填・結線の時間短縮を行うために、爆薬の遠隔装填シ

ステムを採用して作業員への危険リスクの低減を図った。 

 トンネル工事で行われている従来の爆薬装填作業は、作業員が切羽面に近づき人力で爆薬を密実に装

薬することが一般的であった。 

 今回、当トンネル工事で使用する遠隔装填システムは、切羽面から 2m 程度離れて爆薬を装填するこ

とが可能となったため、切羽付近から離隔を確保できて作業時間も短縮することができた。 

遠隔装填システムの操作方法は、切羽面の孔壁に装填パイプ（約 3m）を挿入する。次に装填機に専

用の爆薬等（親ダイ・増しダイ・込め物）を投入する。レバースイッチを握るとコンプレッサー台車か

ら送られてくる水分を含んだエアーが装填ホース内に噴出する。ホース内では摩擦熱を発生することな

く爆薬等を装填機から装填ホース・装填パイプを通過し、孔壁内に密実に装填できかつ、短時間で装薬

が完了できる。 

当トンネル工事では、油圧ドリルジャンボの全面下部に１台（主に下半掘削用）、バケットに 2 台（主

に上半掘削用）の計 3 台の爆薬装填システムを装備した。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図-1 爆薬の装填システム概要図 

 

 

 

 

 

 

 

図-2 爆薬の遠隔装填システム構成 

コンプレッサー台車

制御
BOX 水ﾀﾝｸ

ｺﾝﾌﾟﾚｯｻｰ

ﾚﾊﾞｰｽｲｯﾁ

装填機

装填ﾎｰｽ

装填ﾊﾟｲﾌﾟ

爆薬の遠隔装填システム構成

2m 程度の離隔 
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写真-2 装填システム（コンプレッサー台車）     写真-3 爆薬の装填システム使用状況 

 

４．車両系建設機械による災害防止対策としてトンネル機械のコンパクト化 

 トンネル坑内では、狭隘な箇所で数多くの車両系建設機械の入替わり作業を行っている。車両系建設

機械による災害を防止するためには使用する機械のコンパクト化が要求される。当トンネル工事で使用

する車両系建設機械は、従来と同等以上の機能でコンパクト化したものを使用した。 

 トンネル坑内に配置する集塵機には、フィルター式集塵機と電気式集塵機があるが、同等以上の機能

でかつコンパクトである電気式集塵機を採用した。電気式集塵機（2,700m3/h 級）を使用することによ

り図-3 のように集塵機配置箇所では、建設機械走行幅が 4.6m から 4.9m と幅広くなり、トンネル坑内

の狭隘部が解消されて車両系建設機械の入替えをスムーズに行うことができた。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図-3 電気式集塵機とフィルター式集塵機の坑内配置断面図 

 

 大型油圧ブレーカ（1,300kg 級）やバックホウ（0.45m3 級）は、後方小旋回タイプを採用して、旋

回時による重機接触災害や巻き込まれ災害の防止対策をした。 
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 また、トンネル残土を坑外に搬出するダンプトラックには、大容量かつコンパクトな方向転換が可能

であるダンプトラック（25t 積み、アーティキュレート式）を採用してトンネル坑内の狭隘部での接触

災害の防止対策とした。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

写真-4 電気式集塵機の坑内配置           写真-5 大型油圧ブレーカ（後方小旋回） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

写真-6 バックホウ（後方小旋回）      写真-7 ダンプトラック（アーティキュレート式） 

 

５．まとめ 

 トンネル工事では、掘削作業における切羽災害や、トンネル坑内は狭隘でありかつ特殊な大型車両建

設機械を数多く使用している。これらから労働災害の危険リスクが高く、発生すると重大災害に結びつ

きやすい。そのためには事前に爆薬装填システムの採用による切羽付近での作業改善することや、使用

する車両建設機械のコンパクト化することにより、危険リスクを回避することができた。 

またトンネル工事は、同じ作業の繰り返しが日々続くため、作業のマンネリ化による災害も発生しや

すい。このような災害を防止するためには、日々の安全管理や現場ルールの徹底と実行が最重要である

と考える。 

当トンネル工事は着工から 2 年が経過して竣工までは残りわずかだが、今後も日々の安全管理の徹底

と実行して工事完成したいと思う。 
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新庄河川事務所

株式会社　新庄砕石工業所

最上川中流大石田地区維持工事

○ 現場代理人 矢口昌志

1.　はじめに

　本工事は、大石田出張所管内において通常の河川維持、そして大雨・台風・土砂崩れなど自然災害

に、２４時間３６５日対応している、とても特殊な工事です。

３.　反省からの対策と決意

ご迷惑を掛けてしまったと、苦い･悔しい思いをしました。

　　　　　・そのため、重量のあるポンプ・ホースの運搬設置に時間を要した。

係長に「今回は大丈夫？」と心配される始末でした。自分自身の力のなさを痛感し、すべての方に

の方にご迷惑と心配を掛けてしまい、その後の重要水防合同巡視（ポンプ車訓練実施）の際、技術

　忘れられないことは、以前発生した大雨出水時に排水ポンプ車で出動したときのことです。

地域の方の力になろうとしたのに、水を汲み上げるまで２時間以上かかってしまい、地域の方々に

不安な思いをさせてしまったことがあります。私たちが行くまでの間、排水作業をしていた消防団

２．災害時の苦い思い出

対策１: 出水期（６月～１０月）に合わせ毎月１回、訓練を実施する。

要因２： 本社との連携が滞り、適材適所となる人員配置がスムーズではなかった。

　　　　　・特に夜間での作業となり、暗闇での機械操作に手間取った。

要因１： 年１回の訓練では、操作方法などの周知が全員に行き届かない。

　くみ上げまで４０分以内！失われた自信と信頼を取り戻す！

そもそもなぜ、２時間かかってしまったのか?

対策３： サポートメンバーを養成し、各自の作業負担を減らす。

対策４： 夜間作業もスムーズに行えるように夜間訓練も実施する。

災 害 訓 練 で の 成 長 の 軌 跡

発 注 者

施 工 者

工 事 名

発 表 者

この要因に対し、時間を短縮するための対策を社内検討しました。

さらに会社として目標を定め、決意表明を行いました。

対策２： 臨機に対応できる人選を行い、会社組織としてのバックアップ体制を再構築する。
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４．対策の実行

１） 営業部長、管理部長と本社バックアップ体制の協議 操作員の確認

　　

２） ポンプ車訓練の実施

３）夜間ポンプ車訓練の実施

４）改善の提案

らは、夜間照明の準備と配置場所の提案、さらに「ポンプが

成や、操作スイッチにテプラで説明を貼りました。作業員か

　対策を実行する中で、「簡単な操作方法マニュアル」の作

浸透し、PDCAサイクルが回り始めたことが実感できました。

　「失われた自信と信頼を取り戻す！」という決意が全員に

出張所に相談し、対応してもらいました。

積極的に出された。又、自分たちに出来ないことは大石田

重いのでキャスターを取り付けたい」等の改善アイデアが

作業性の向上↑
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５．<9.11 宮城豪雨>大崎・渋井川の堤防決壊への災害派遣

☆　時系列一覧（Ｈ２７．９．１１）

①出動車両：排水ポンプ車（２４－４２５１・２５－４２５３）2台、

　　　　　　　　  2.9t吊ユニック車 2台、ワンボックスカー 2台、ライトバン 2台

　　　　　　　　　（班構成:一般世話役 1名､一般運転手 3名､普通作業員 3名）

９：５５　　出動要請（指示者：大石田出張所 技術係長）を受け、本社へ連絡･調整。

②出動人員：２班(１班:２４－４２５１､２班:２５－４２５３)計１４名

１０：２０　　本社より手配完了の連絡
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改善を怠らず、成長を続けることで、地域生活を守る存在に私たちはなります。

１５：３５　中島排水樋管に到着、排水準備作業開始

１５：５４　排水作業開始（排水ポンプ１本目）

汲み上げ時間：１９分（排水ポンプ１本目汲み上げ開始）目標時間を大きく上回った！

大崎・渋井川の堤防決壊という大規模災害では、私たちの力は微力でしたが、訓練した成果で、くみ

上げまで４０分以内を達成することができました。このことに全員が大きな自信を持つことができ、操作

　大石田維持工事は、他の建設業とは違い、形に残らない仕事かもしれません。しかし、災害時復旧

活動等、地域には欠かせない存在である、ということを私たちは誇りに思っています。今後も、検証・

普段の「安全活動」にも影響し、各自の安全意識の向上に繋がっています。

６．成長の軌跡

１６：２２　　　　 〃 　　　（排水ポンプ４本目 最終）

１２：２５　出動指示（指示者：大石田出張所 技術係長）

員及び私自身も、成長を感じることができました。それは、PDCAサイクルの確立、改善や、工夫など、

１１：３０　災害対策車ステーションに集合完了、出動準備。
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急峻で狭窄な林道通行に関する安全対策について

発注者 新庄河川事務所

施工者 株式会社　柿﨑工務所

工事名 平成26年度　最上川水系立谷沢川流域　濁沢ほか整備工事

発表者 現場代理人　　今田　康志

監理技術者　　今田　康志

１．はじめに

　本工事は、立谷沢川水系砂防事業の一環として、濁沢川において土石流から人家及び道路を

保全することを目的とする、濁沢第八砂防堰堤の除石及び副堰堤の造成を行うものである。

主な工事概要　掘削土量 V=28449m3、残土処理 V=22000m3、コンクリート堰堤工 1式

　本工事では、池ノ台大崩壊により堆積した土砂を除石し、河道の整備と埋没した濁沢第八副堰堤の

補修を行うもので、掘削土砂を粒径処理し、セメント改良した後、余目道路まで運搬を行います。

土砂運搬は、月山林道・治山道の急峻で、狭い林道を通行しなければなりません。

林道は、入り口から施工箇所まで8kmあり、至る所で落石や路肩崩壊があり、カーブが点在することから

対向車の確認が困難な、とても危険な林道です。

そのため、急峻な山腹を狭窄な運搬路における大量の土砂運搬にかかる安全対策が必要とされるので

林道通行時の安全対策を重点としました。

2.林道通行前点検

　施工前に、月山林道・治山道の点検を実施し、落石箇所、路肩の危険箇所等を把握し、看板等で標示

し注意を促した。

　点検時に路肩崩壊箇所が2箇所確認され、このままでは大型車両の通行ができないため、山側路肩部

の堆積土砂を除去することで幅員を確保し、さらに、路肩の補修は監督職員と協議し、プレキャストL型擁

壁を設置することにした。

　また、林道路面が轍掘れや、融雪によって流失しており、運搬路全線をモーターグレーダーで補修材を

敷均し、タイヤローラーで転圧して、大型ダンプがスムーズに通行できるようにした。

路肩補修着工前 路肩補修完成
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3.林道通行時の安全対策

　月山林道・治山道は、カーブが点在し見通しが利かないため、出会い頭の衝突事故が予想されたので、

その対策を行った。

　見通しの利かないカーブに、カーブミラーを設置し、対向車を事前に確認できるようにした。

　対向車に対してのアピールとして、林道通行時は全車ライトを点灯し、対向車が自分の存在を確認しや

すいようにした。

　林道は幅員が狭く、大型車同士のすれ違いができないため、すれ違える待避所を選定し待避所番号を

設置した。

　全車に無線機を搭載し、工事用道路の状況や通行車両(他工事車両を含め）などの情報共有を図った。

カーブミラー・待避所番号設置

無線にて通行状況の連絡 待避所にて大型ダンプの交差
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4.一般道通行時の安全対策

　土砂運搬の運行経路は、県道344号～県道45号～国道47号にて、余目新田地内まで通行します。

県道344号 瀬場～大中島間の道路幅員が狭く、民家が道路沿いに密集しているため、大型車同士の

交差は最徐行を行わないとできない状況なので、運行経路を下図のように、余目方面は玉川橋より

河川管理用通路を通行し、現場方面には地区内を通行するようにした。　瀬場、大中島地区内を一方

通行することで、大型車両がスムーズに通行できて、地域住民への大型車両通行時の不快感を減少

することができた。

　瀬場、大中島地区内の通行速度を40km(法定速度60km)とし、安全に通行した。

　土砂運搬車両とわかるように、全車前面に工事プレートを掲示し、誘導員が円滑に誘導できるようにした。

また、国道からの進入による混乱の防止に努めた。

県道344号 瀬場～大中島間 運行経路図

工事プレートの設置 工事車両の誘導状況

至余目

至濁沢
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5.安全訓練

　安全訓練の一環として、障害物や人間を検知して衝突を回避する「自動ブレーキ機能」が実際に

どのように作動するのか体験して見ようと、大型ダンプ運転手より要望があったので、段ボールを重ね

人に見立て実験してみましたが、「自動ブレーキ機能」は利かず段ボールは見事に吹き飛びました。

運転者に聞いたら、「衝突してから作動した」と言うので、速度が遅い場合は作動しないのかと思い

次に、私が速度50kmで実験しましたが、結果は同じでした。

そのような結果になり、運転手全員が『機械を信用しないで自分が気を付ける』ということで、より一層

安全運転を心掛けました。

6.エコキャップ回収運動への協力

　地域へのボランティアは、いろいろ行っていますが、もっと他に何かできないかと思っていたところ

朝礼前に、ダンプ運転手のほとんどが、ペットボトルの清涼飲料水を飲んでいることに気付き、エコ

キャップの回収運動に協力することにした。

当現場では、平均20人の従業員がいましたので、工事期間中に３,０２１個のボトルキャップを集めることが

でき、それをネッツトヨタ山形鶴岡店に寄贈した。また、ネッツトヨタ山形より感謝状を頂き、約３人分のポリ

オワクチンを購入することができるということで、世界の子供たちに役立てて大変嬉しいです。

7．おわりに

　立谷沢地域の皆様には、工事にご理解、ご協力をいただきまして、この場を借りて御礼申し上げます。

また、立谷沢川流域工事安全対策協議会を設置し、月山林道通行時の安全確保に努め、協力し合い、

交通事故等もなく、無事に通行できたことにも感謝いたします。

最後に、工事が無事故、無災害で無事に完了することができましたことに、皆様に感謝申し上げます。

エコキャップの寄与 ネッツトヨタ山形より感謝状

衝突回避実験状況 １回目　衝突 ２回目　衝突
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角川・銅山川流域砂防施設等状況把握業務について 

 

発注者 新庄河川事務所  

施工者 株式会社 双葉建設コンサルタント 

工事名 角川・銅山川砂防施設等状況把握業務 

発表者 主任技術者 八鍬 清一 

 

 

1．本業務の概要 

本業務は、新庄河川事務所所管の最上川水系角 

川・銅山川流域における砂防設備等において、過年 

度との状況変化の有無の確認を目的としたものであ 

り、角川流域（46 施設）及び銅山川流域（63 施設） 

の砂防施設等の主堰堤、副堰堤、水叩、側壁、法面、 

護岸、周辺地山、管理用道路等について状況変化の 

有無の確認を行ったものである。 

また、豪雨や地震の発生に伴う、所定の砂防施設 

及び豊牧地すべり防止区域の状況変化の確認も行っ 

た。砂防施設の多くは、急峻な地形の場所にあるた 

め、安全確保に向けた対策方法について発表する。 

 

 

2．安全対策について 

 （1）安全講習会の実施 

     弊社では、応急手当普及員による「普通救命講習会」を開催し、AED よる心肺蘇生法、止

血法、骨折手当、搬送法などを学び、普通救命講習の認定を受けた。 

 

 

 

 

 

 

 

 

          写① 普通救命講習会            写② 普通救命講習会 

31



 （2）作業着手前の安全対策会議の実施 

     定期状況把握に着手する前に作業従者とのミーティングを行い、腕章着用の徹底、危険箇

所の確認及び衛星携帯電話の使用方法の確認を実施した。 

また、現場において作業前ミーティングを行い、危険個所の確認、作業手順等の確認、草

払機の点検等を実施し、事故防止に努めた。 

 

 

 

 

 

 

 

        写③ 全体ミーティング           写④ 現場ミーティング 

（3）滑落防止対策 

     砂防堰堤の状況を把握にあたっては、急峻な地形を移動しなければならない箇所がある。

安全な移動を第一に「安全ロープ」を使用し滑落防止に努めた。 

また、足元が少しでも滑らないようにスパイク付長靴を着用した。 

 

 

 

 

 

 

 

      写⑤ 安全ロープ使用状況         写⑥ 安全ロープ使用状況 

  （4）蜂・熊対策 

     砂防施設は、山間部に多く設置されており、施設周辺も樹木等が生い茂っており、熊やハ

チに遭遇する危険がある。このため、下記の対策を行い被災防止に努めた。 

 

① 「ポイズンリムーバー（毒吸引器）」の携帯 

 蜂に刺された場合、医療機関に受診するまでの応急処置として「ポイズンリムー

バー」により蜂の毒を吸い出す。 

② 鈴、携帯ラジオ、爆竹を携帯 

熊対策として、鈴、携帯ラジオ、爆竹を携帯し、人間の存在を知らせる。また、携

帯ラジオについては、電波のノイズの発生から半径約 50km 以内の雷を探知でき、雷

対策にも役立つ。 
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        写⑦ ﾎﾟｲｽﾞﾝﾘﾑｰﾊﾞｰ等            写⑧ 爆竹、鈴、ラジオ 

 

  （5）緊急時の連絡方法 

     砂防施設エリア内では、携帯電話の不感地帯が多くある。そのため、山間部等に適応した

衛星携帯電話を携帯し、緊急時の連絡体制を確保した。 

 

 

 

 

 

 

 

         写⑨ 電波確認状況           写⑩ 衛星携帯電話 

 

  （6）熱中症対策について 

     作業は、6 月中旬から下旬に実施するため、熱中症対策として、塩飴及び経口補助飲料

「OS-1」等を常備し、こまめな水分補給を心掛け、休憩は木陰を利用するなど熱中症予防

に努めた。 

 

3．マルチコプターの活用 

銅山川流域の石抱砂防堰堤周辺は急峻な地形であり、砂防堰堤に到達できないため、これまで

は、堆砂敷に設置されている肘折発電所の取水口施設より双眼鏡での状況把握を実施していた。

この方法では、主堰堤及び副堰堤等の精度の高い確認ができなかったことが課題となっていた。

そのため、今回は安全に精度良く確認するための方策としてマルチコプター（UAV）による状況

把握を試みた。 

 

（1）マルチコプター使用条件 

    マルチコプターは、現場周辺環境により機体との送受信 

する電波が遮断される恐れがある事から、下記事項に留 

意する必要がある。                  写⑪ マルチコプター 
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① 防災無線・携帯電話の基地局 

② 送電線の有無 

③ 市街地でない事                  

④ 安定した飛行を行うため、GPS 衛星の補足の有無  

  

（2）飛行計画 

飛行条件を確認し、飛行可能と判 

断したため、飛行計画を作成した。 

飛行計画において、下記の事項に 

留意し、飛行ルート及び撮影位置、 

離着陸場所の選定を行った。 

 

●留意事項 

① ﾊﾞｯﾃﾘｰに余裕のある飛行時間及

び飛行経路である事。 

② 飛行中、常に目視できるルートで

ある事。                       図① ﾌﾗｲﾄ計画図 

 

（3）マルチコプターによる撮影結果 

マルチコプターは、天候が雨・雪の場合、風速が 5m/s 以上の場合は、墜落の危険が生じる

ため、現場において気象条件の確認を行い飛行可能か判断し、撮影を実施した。その結果、

これまでは容易に確認できなかった堰堤の表側や近接による各箇所の状況が詳細に確認で

き、良好な成果を得ることができた。 

 

 

 

 

 

写⑫石抱砂防堰堤 全景   写⑬ 石抱砂防堰堤 左岸袖部    写⑭ 石抱砂防堰堤 右岸 

 

4．まとめ 

作業の安全は、事前の準備と一人一人の安全意識の向上が無事故に繋がるのだと思う。 

安全意識の向上は、作業従事者同士の「声の掛け合い」などにより高まっていくのでないか

と考えている。また、初めて採用したマルチコプターによる施設状況把握は、安全に良好な成

果を得ることが確認できた。今後は、災害現場等での活躍も期待でき、多いに使用頻度が高ま

るものと考えている。 

地区名 件名 作業機関 主任技術者

作業予定日 ・日時 10時30分～11時30分2015年6月29日

石抱砂防堰堤(大蔵村)

フ　ラ　イ　ト　計　画　図

角川・銅山川流域砂防施設等状況把握業務 八鍬清一双葉建設コンサルタント

★：ホームポイント

線：飛行経路

線：撮影範囲

線：撮影ポイント(方向)

注意点：堰堤周辺を撮影重視

低空にて撮影
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土石流監視及び施工環境の改善

発注者 新庄河川事務所

施工者 渋谷建設株式会社

工事名 志津地すべり中沼沢川上流渓流保全工工事

発表者 ○ 現場代理人 長 沢 佳 一

監理技術者 長 沢 佳 一

１．はじめに

施工箇所は、一昨年度中沼沢川の氾濫により崩壊した河川の保護及び、復旧を目的とした現

場であり、製作した異形ブロックを設置、河川の環境保全を目的に堰堤工を構築する工事であ

ります。今回は崩落した地形で、安全な環境下で施工できる工夫を紹介したいと思います。

２．土石流及び現場状況把握

ａ．監視方法の工夫

工 夫 理 由

河川の氾濫により崩落した箇所での施工の為、現地の情報を離れた箇所から、リアルタイム

で色々な視点から情報を得ることができる、操作可能な装置を設置する工夫を行った。

実 施 項 目 -エコモバイル定点カメラの利用-

今回の施工現場は、昨年度施工の流路工に接続、堰堤工並びに流路工を構築する作業である。

そのため土石流監視と施工状況の把握のために、エコモバイル定点カメラを利用した監視シス

テムを採用し、土石流対策及び施工状況の確認をできる対策を立て、リアルタイムで現地状況

を確認できる体制をとった。

効 果

定点カメラ設置により、現場状況をスマートフォンやパソコンで、リアルタイムで確認する

ことができた。使用したエコモバイル定点カメラは、撮影角度の操作が可能なため、必要に応

じてカメラ視点を変更できる。休工日の現場状況、安全施設状況、作業中の現場状況など、確

認したいときに操作を行い、現場の生の状況を把握するのに大変役にたったアイテムであった。

【実際のカメラ定点画像】

【定点カメラ設置状況】

【パ ソコ ン 】 【スマート

フォン 】
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b．悪天候に対する工夫

工 夫 理 由

雨量計の設置は全ての現場で行っているが、しかし実際時間雨量の確認を行うとすれば、雨

量計のチャート紙を確認し、雨量を確認する操作が必要である。作業中止など、瞬時に決定す

る項目を判断する時期が遅れるため、今回現場では、時間雨量が携帯電話で確認でき、警戒雨

量に達した場合、瞬時に確認伝達できる対策をとった。

実 施 項 目 -ネオロガー「記録ch」の設置-

今回設置した雨量計は、計測した雨量データをモバイル通信網を利用し自動収集し、その結

果を確認できるシステムである又、事前に警戒時間降雨量を設定することにより、警戒雨量に

達した場合、携帯電話に情報をメールすることができ、回転灯と連動しているため現場に知ら

せることも可能であった。警戒時間雨量の設定は１０ mm と設定し、現場責任者、並びに作

業員への伝達方法とした。

効 果

実際１０ mm を超えた日は工期全体を通してもなかったが、ネオロガーの設置により、現

場で作業している間でも時間雨量を確認することができ、現場を進めていく判断材料としては、

非常に便利に使用することができた。又異常値を検知したことを即時に知らせることができる

ので、異常事態にタイムリーに対応することが可能になった。

【雨量計設置状況】

回転灯

【記録されたデータ】

【パソコンデータ確認状況】

設定ライン 10mm
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ｃ．カミナリ対策の工夫

工 夫 理 由

現場は山岳地帯であり、施工時期も７月から１２月までと、梅雨時期並びに１０月の秋雨時

期とカミナリの発生する時期での施工となるため、いち早くカミナリの接近を確認できる工夫

を行った。

実 施 項 目 -携帯用雷検知器の着用-

使用したカミナリ検知器は携帯用で、非常にコンパクトでベルトに装着することが可能なた

め、現場責任者(写-1)に携帯し、カミナリ接近時の確認をとれる対策を

とった。

(写-1)

効 果

８月終盤から１０月にかけては、現場の天候が変化することが多く、実際カミナリの発生す

る回数が増えてきました。検知器を携帯することにより、カミナリの接近段階(全５段階)を目

で確認でき、作業中止時期、非難時期を的確に伝えることが可能になった。下図に示す写真が

現場で検知した時の写真であり、実際に現場での非難指示を、２日続けて作業員に行った。

【非難不要】 【家屋・車輌等に非難】 【緊急に避難する】

１段階 ４段階(9月 7日) ５段階(9月８日)

【携帯雷警報器】
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ｄ．据付足場の工夫

工 夫 理 由

前回の施工同様、据付時の足場の確保を、足場板により確保したが、足場の設置に伴う作

業員の負担を、より軽減する対策を実施してみた。

実 施 項 目 -軽量（アルミ）足場板の利用-

使用した足場板はアルミ製で、綱製で製作されていないため、１枚の重量が軽く製作され

ている。ちなみに綱製の場合は 4.0m× 0.25mもので、13.2kg程度あるのに対して、アルミ製

は 7.6kg と綱製足場と比べて４割近く軽量にできている。作業員の負担軽減も考慮し、ブロ

ック据付箇所の全箇所に設置し作業を行った。

効 果

軽量足場板を利用することにより、据付完了後の足場板の移動を非常に楽に行うことがで

きた。１枚の重量が 7.6kg と軽いため、作業員１人で作業が可能になり、高齢者が多い現場

では、かなり有効であった。作業員からも軽いため、設置が楽だったとの意見をもらった。

【足場板使用状況】 参 考 図 【足場板使用状況】

３．おわりに

昨年度から中沼沢川の渓流保全に協力させていただいております。今回の施工では、前年度

の反省を踏まえて、作業に従事させていただきました。志津地区の作業では積雪も早く、設定

されている工期とは別に、積雪前に工事の完成を目指さなければなりません。現場での施工上

の問題等、発注者との適切な対策を協議することで、現場も中断することなく、無事故で完成

することができました。これからの安全対策も、現場に適応した対策で行ってまいります。

【着工前写真 】 【完 成 写 真 】

綱製足場板

開口部分

綱製足場板

開口部分

足場板設置図
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田麦俣地すべり対策の安全管理について 

 

発注者 ： 新庄河川事務所 

施工者 ： 株式会社 丸高 

工事名 ： 赤川流域岩菅沢第７砂防堰堤法面対策工事 

発表者 ： 現場代理人 阿部 智 

 

 

1. はじめに 

 本工事は、鶴岡市田麦俣地区の地すべりブロックである七ツ滝⑬ブロックの地すべりを抑制する緊急対策工

事である。 

七ツ滝⑬ブロックは地すべり末端に十座沢が流れ、十座沢下流には田麦俣集落が位置する。 

また、七ツ滝⑬ブロック内を通る市道中台線は連続的な降雨が続くと道路が沈下し、地域住民の通行に支障

をきたす危険がある。 

今回の工事では、表面排水処理工としてブルーシート張りと山腹水路工の施工、地下水排除工として横ボー

リング工の施工、浸食防止対策として連続箱型鋼製枠を地すべり末端に設置しコンクリートを打設する工事を行

った。 

表面排水処理工と横ボーリング工を施工する際は、現場内に設置してある伸縮計を常に観測し、1 時間当り 2

㎜の伸縮量を観測すると市道中台線上に設置してある回転灯が点灯し危険を知らせる措置をとり、作業の安全

を確保する事とした。 

しかし、地すべり末端で作業を行うにあたり、安全対策を更に強化し作業従事者の安全を確保する必要があ

ると考えた。 

位置図 
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⑬ブロック平面図 
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⑬ブロック断面図 
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至 田麦俣集落

赤塗部：地すべりブロック内 

市道中台線

市道中台線

末端浸食防止工 

施工箇所 

末端浸食防止工 

施工箇所 

伸縮計 S-1 

回転灯

伸縮計 S-2

伸縮計 S-3

伸縮計 S-4
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2. 安全対策について 

 地すべり末端での施工に先立ち、作業従事者の安全確保を目的とし以下の事項について安全対策を講

じた。 

 

① 地すべり末端での作業開始基準の設定 

現場内に設置してある伸縮計は、パソコンやスマートフォンを用いてリアルタイムに確認する事が可

能であり、作業開始基準を次の通り設定した。 

9 月 1 日からの伸縮計の動きと田麦俣地区の雨量を確認すると累加雨量が 20 ㎜を超えた時、伸縮計

が１時間当り 2 ㎜を超える動きが観測された為、作業開始基準を累加雨量 20 ㎜以下とした。 

また、伸縮計の動きが１時間当り 2 ㎜を観測すると回転灯が点灯し作業中止を知らせるが、作業開始

前 24 時間の伸縮量が 20 ㎜以内であるか、作業開始前 3 時間の伸縮量が 4 ㎜以内であるか、更に伸縮量

が下降している事を条件とし地すべり末端で作業する際の基準値とした。 
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② 作業中における地すべり監視体制の強化 

地すべり末端で作業を行うにあたり、監視員を 3 名配置する事とした。 

配置場所は警報装置が設置してある市道中台線、地すべりブロックの中腹、施工箇所である地すべり

末端に配置し、トランシーバーを携帯させ常に連絡を取り合う事とした。 

また、地すべりブロック内中腹に配置した監視員については、施工箇所に落石等の恐れが無いか監視

するとともに、クラック発生箇所を跨がせ打込んだ杭の点間距離を測定し１時間当り 2 ㎜以上の動きが

あった場合は施工箇所の監視員にトランシーバーで連絡し、作業従事者を退避させる事で監視体制の強

化を図った。 

 

 

 

③ 地すべりブロック内からの退避ルートの確保 

警報装置の点灯や地山に異常を感じた際に地すべり末端で作業する人達が安全に避難できるよう、地

すべりブロック内に仮設階段を約 60m 設置した。 

 また、仮設階段を使用しての退避が困難な場合に備え、地すべりブロックの対岸に親綱を設置し緊急

避難場所を設けた。 

 

3. おわりに 

 本工事は、地すべりの抑制を目的とした緊急対策工事であり、施工中においても微量ではあるが移動

している箇所での施工であった為、安全管理が最も重要な管理項目であったが、これらの安全対策を実

施し無事に工事を終える事ができた。 

しかし、土砂災害はいつ襲って来るかわからず、規模や状況に応じた対応を求められる中、今回の経

験を活かすべく今後も精進すると共に、今後の建設業を担っていく若手技術者や女性技術者に対し、こ

れまでの経験を継承し、人材の育成にも尽力していきたい。 

赤塗部：地すべりブロック 

施工箇所 

（末端浸食防止工）

市道中台線 

（回転灯設置箇所） 

地すべりブロック中腹 
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発表会開催経過 

★施工技術発表会 

第 １回  １９９７年（平成 ９年） ９月２４日（水） 

第 ２回  １９９８年（平成１０年） ３月 ５日（木） 

第 ３回  １９９９年（平成１１年） ３月 ３日（水） 

第 ４回  ２０００年（平成１２年） ２月２１日（月） 

★現場技術者による「安全施工技術」研究発表会 

第 ５回  ２００１年（平成１３年） ４月１７日（火） 

第 ６回  ２００２年（平成１４年） ４月２４日（水） 

第 ７回  ２００３年（平成１５年） ４月２４日（木） 

第 ８回  ２００４年（平成１６年） ４月２１日（水） 

第 ９回  ２００５年（平成１７年） ２月１７日（木） 

第１０回  ２００６年（平成１８年） ２月２２日（水） 

第１１回  ２００７年（平成１９年） ２月２２日（木） 

第１２回  ２００８年（平成２０年） ２月２７日（水） 

第１３回  ２００９年（平成２１年） ２月２５日（水） 

第１４回  ２０１０年（平成２２年） ２月２４日（水） 

第１５回  ２０１１年（平成２３年） ２月２５日（金） 

第１６回  ２０１２年（平成２４年） ２月２２日（水） 

第１７回  ２０１３年（平成２５年） ２月２５日（月） 

第１８回  ２０１４年（平成２６年） ３月 ５日（水） 

第１９回  ２０１５年（平成２７年） ２月２５日（水） 

第２０回  ２０１６年（平成２８年） ２月２５日（木） 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

平成 ２８ 年 ２ 月 

第２０回 現場技術者による「安全施工技術」研究発表会論文集 

編集・発行 

新庄河川事務所事故防止対策委員会 

新庄河川事務所安全対策協議会 
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